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プログラムの構成は、隔週おきに 2 時間、計 3 回
のセッションからなり、各セッションは講義とグループ
























A 病院において、SP 開始から 2 年目の通算第 3、4


































用状況〉の 3 つの中項目に分けられた（表 1）。
参加者の満足度は、〈個人の反応〉〈参加者全体の
雰囲気〉の 2 つの中項目に分けられた（表 2）。
グループの効果は、〈話しやすい環境〉〈グループダ
がん患者へのサポートプログラムの提供・運営法評価としての『振り返り』の機能
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